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ラジオ・ニュームンバイ 

週刊 座、グレート・リーダーズ通信 
『インド私録-思い切り取り組んだこの 50 年-』Ｎｏ.23 

 

今週のキーワード！ ボンベイの顔役 

ナナ・チュダサマ 

『インド私録』に登場する人々の

中でも、妙に日本語的な名前が記

憶に残り、またその影響力が大きく

て印象的なのが、ボンベイのシェリ

フ、ナナ･チュダサマ氏(Nana M. 

Chudasama)です。 

シェリフとは、英領インド時代から

続く名誉職で、まさに｢ボンベイの

顔｣としての役割があるとのことです

が、『インド私録』で披露されるエピ

ソードからすれば、｢ボンベイの顔

役｣と言ってもよいかもしれません。

武藤氏の貴重な情報源かつ友人と

もなったジャーナリストたちやインド

を代表する企業の経営者たちと知

り合う場を提供し、武藤氏が総領事

として秋篠宮夫妻をボンベイに迎

える際には、武藤氏の発案である

地元のアパレル産業を紹介するフ

ァッションショーを後押しして盛大

に開催したのもチュダサマ氏の鶴

の一声によるものでした。東京銀行

(現三菱東京 UFJ 銀行)が、マハラ

シュトラ州のヒンドゥー至上主義の

政治結社シブ・セナからいやがら

せを受けていた件では、間に立っ

た武藤氏に、バール･タクレー党首

との間を取り持ったのもチュダサマ

氏でした。 

“No Problem!”がしばしば新たな

“Problem”でしかないインドで、武

藤氏曰く、｢彼の“No Problem!”は本

当に“No Problem!”だった｣チュダサ

マ氏とは、どのような人物なのでしょ

うか。『インド私録』には、チュダサマ

氏は印刷･出版、不動産、室内装飾

など手広く事業を展開する実業家

であり、各界に顔が利き、文化･芸

術の分野にもパイプがあったと紹介

されています。 

現在、チュダサマ氏は 1972 年に

自ら設立し、いまや国内外に 500以

上もの支部を持つ慈善団体、ジャイ

アンツ・インターナショナル(Giants 

International)の世界会長として、災

害支援や家族計画、社会のモラル

向上といった活動に携わるほか、

1989年にやはり自ら設立し、“クリー

ン･ムンバイ、グリーン･ムンバイ”を

スローガンに地元ムンバイの清掃活

動や緑化、歴史遺産のライトアップ

など、ムンバイの向上を目指す団体、

アイラブムンバイ(I Love Mumbai)の

会長として活躍しています。 

他にも多くの社会活動で主導的役

割を果たしていますが、薬物と HIV

に関するフォーラムを立ち上げ、HIV

テストの無料化や陽性患者への支

援を行っています。非常に開明的な

人物であることが分かります。 

チュダサマ氏が偏狭なバール･タク

レー氏からも一目置かれ、各界に顔

がきくというのも、土地の有力者であ

るということ以上に、多分に彼のこうし

た意気に感じる部分があるからでは

ないかと思われます。 

 

『インド私録』最終回第３０回 

公開収録のお知らせ 

6月 1日から始まりました、｢座、グレ

ート・リーダーズ｣『インド私録』は、第

29 回までの収録を終え、あとは第 30

回を残すのみとなりました。 

そこで、最終回(12 月 22 日放送)

を｢我が青春のインドへ―尽きせぬ

思いとこれは言いたい―｣と題して 11

月 30日に公開収録とすることにいた

しました。武藤氏の熱い語りをお聴き

になりたい方はこの機会に是非。参

加方法は別紙をご参照ください。皆

様のご参加をお待ちしております。 

 

第 26 回放送は 

11 月 16 日です。

ナナ・チュダサマ夫妻。(写真:チュダサマ

氏が代表を務める社会奉仕団体ジャイア

ンツ･インターナショナルのサイト

http://www.giantsinternational.org/より) 
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2010年 11月 16日 

合同会社インド総合研究所 

 

公開収録のご案内 

座、グレート・リーダーズ「インド私録」 

～わが青春のインドへ－尽きせぬ思いとこれは言いたい ～ 
 

ラジオ・ニュームンバイでは、12 月 22 日放送予定の、朗読&トーク番組「座、グレート・リーダーズ」第

30回『インド私録』最終回を公開収録にすることといたしました。 

また、最終回はあとがきの回となっておりますので、著者、武藤友治氏には、「わが青春のインドへ―尽

きせぬ思いとこれは言いたい―」というテーマで、番組パーソナリティーである白水和憲氏とともに、熱血イ

ンドトークを大いに繰り広げていただこうと考えております。 

ご参加方法は下記のとおりです。皆様のご参加をお待ちしております。 

公開収録概要 

日時 11月 30日(火) 15時～17時 

場所 ラジオ・ニュームンバイスタジオ (KATANAオフィス内) 地図参照 

 港区新橋 2-10-10 東新橋ビル 2階 

出演 武藤友治(元ムンバイ総領事) 

 白水和憲(株式会社アジアにじゅういち代表) 

定員 先着順 30名様 

申込 11月 25日(木)までに、ご氏名・会社名・連絡用お電話番号を明記の上、メールにてお申し

込みください。⇒rnm@radio-new-mumbai.com 
費用 一般 1,000円* 

 当日お支払いください。領収書が必要な方

はあらかじめメールにてお知らせください。 

  *ニュームンバイ市民は無料。 

お問い合わせ 

合同会社インド総合研究所 

担当 加藤・西田 

電話 03-4500-1300 

メール rnm@radio-new-mumbai.com 

【JR】新橋駅（烏森口出口）／徒歩約 8分 

浜松町駅（北口出口）／徒歩約 9分 

【地下鉄】浅草線、銀座線新橋駅／徒歩約 8 分、大江戸線 大門

駅 ／徒歩約 6 分、  三田線 御成門駅 ／徒歩約 6 分 、大江戸

線・ゆりかもめ線 汐留駅 ／徒歩約 5分 .. 

アクセスアクセスアクセスアクセス    


